
式
の
詳
細
な
記
録
を
見
出
せ
な
い
の
で
短
い
記
事
を
拾
っ
て
お
く
。
「
去
る
九
日
一
シ
橋
通
り
東
京
大
学
三
学
部
に
於
て
卒
業
学
生
の
学
位

授
与
式
を
行
は
れ
た
る
概
況
を
挙
く
れ
ば
午
後
七
時
予
て
招
待
あ
り
し
伏
見
宮
北
白
川
宮
を
始
め
凡
そ
百
余
名
の
貴
紳
と
卒
業
生
徒
は
一
同
講

マ
マ
ｂ

義
室
に
入
て
着
席
し
先
つ
綜
理
加
藤
弘
之
君
が
卒
業
学
生
に
順
次
学
位
記
を
授
与
せ
ら
れ
了
て
演
説
あ
り
学
生
一
名
総
代
と
し
て
謝
辞
を
述
べ

マ
マ

次
に
法
学
部
鳩
山
和
夫
文
学
部
ホ
ー
ト
ン
理
学
部
菊
地
大
麓
医
学
部
ベ
ル
ッ
の
諸
君
交
と
演
説
さ
れ
終
り
に
福
岡
文
部
卿
祝
辞
を
述
へ
ら
る
其

間
時
々
奏
楽
あ
り
十
時
頃
式
全
く
畢
り
別
室
に
於
て
立
食
の
饗
応
あ
り
た
り
」
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
一
七
二
号
一
八
八
一
）
。

（
五
）

入
沢
は
言
う
。
「
明
治
十
四
年
七
月
に
、
東
京
大
学
に
卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
。
是
は
一
シ
橋
の
大
学
の
講
堂
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
此

（
一
）

前
報
（
本
誌
三
三
巻
三
号
）
に
続
き
、
本
稿
で
は
東
京
大
学
医
学
部
の
明
治
十
四
’
十
七
年
（
一
八
八
一
’
一
八
八
四
）
の
卒
業
生
を
取
り

上
げ
る
。
前
報
に
倣
っ
て
、
年
度
毎
に
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。

に
行
わ
れ
た
。

（
二
’
四
）

こ
の
組
は
森
鴎
外
の
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
で
有
名
、
か
つ
、
よ
く
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
卒
業
式
（
と
い
う
よ
り
学
位
授
与
式
）
は
七
月
九
日

一
明
治
十
四
年
卒
業

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
動
静
一
覧
（
二
）

霜
罐
讓
鴬
灌
舂
鍔
轌
需
平
成
元
年
八
月
十
四
日
受
付

小

関
恒
雄
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¥ 鴇
學
士
ノ
分

寛
京
府
士
峡

榊
保
女
輔

二
十
六
年
四
ヶ
月

長
野
縣
士
故

中
村
正
道

二
十
三
年
八
ヶ
月

愛
媛
螺
平
氏

長
町
緋
午

二
十
五
年

提
崎
縣
土
肢

冊
川
完
吾

二
十
三
年

千
葉
縣
士
放

伊
部
弊

二
十
五
年
五
ヶ
月

斯
潤
螺
平
民

甲
野
架

二
十
五
年
七
ヶ
月

萩
田
無
平
民

熊
谷
幸
之
肋

二
十
三
年
八
ヶ
月

長
崎
瓢
士
放

森
永
友
鯉

三
十
二
年
六
ヶ
月

宮
城
縣
士
峡

奈
頁
坂
源
一
郎

二
十
七
年
二
ヶ
月

東
京
府
平
氏

三
流
守
治

・
二
十
四
年
五
ヶ
月

I

,|

布
川
縣
士
肢

高
橋
順
太
郎

二
十
五
年
五
ヶ
月

東
京
府
士
飲

谷
口
識

二
十
五
年
八
ヶ
月

東
京
府
平
民

埋
木
典
七
耶

二
十
五
年
二
ヶ
月

栃
木
郷
士
蚊

江
口
幾

二
十
七
年
五
ヶ
〃

千
蕊
縣
士
鱗

佐
藤
佐

二
十
四
年
七
ヶ
月

東
京
府
土
岐

森
林
太
郎

十
九
年
八
ヶ
月

山
口
朧
平
民

山
縣
疵
吉

三
十
一
年
七
ヶ
月

静
岡
厩
平
民

猪
原
吉
耶

二
十
三
年
五
ヶ
月

長
崎
既
士
披

菊
池
常
三
郎

二
十
六
年

千
蕊
厩
士
放

我
古
鶴
研

二
十
五
年
五
ヶ
″

駆
井
縣
士
峡

独
往
以
作

二
十
八
年
六
ヶ
川

千
韮
縣
平
氏

阪
田
信
順

二
十
五
年
一
ヶ
〃

高
知
縣
士
峡

中
演
東
一
郎

二
十
四
年

長
野
孫
士
肢

片
山
芳
林

二
十
六
年
七
ヶ
月

山
形
孫
士
雄

小
池
正
庖

二
十
六
年
七
ヶ
月

輻
井
縣
士
飲

山
形
仲
葬

二
十
三
年
九
ヶ
月

真
求
府
士
放

佐
野
龍
太
郎

二
十
三
年
八
ヶ
月

京
都
府
平
民

新
宮
凉
亭

二
十
七
年
一
ヶ
月

！

一

図 1 ｢文部省報告」第四号（明治14年8月19日発行）「明治十四年七月東京大学二於

テ学位ヲ授与セシ人名」

卒
業
式
は
大
学
医
学
部
と
大
学
三
学
部
が
合
し
て
東
京
大
学
と
な

り
、
一
つ
の
総
理
の
下
に
統
轄
さ
れ
て
か
ら
、
始
め
て
の
卒
業
式
で

あ
り
ま
し
て
、
宮
様
が
始
め
て
御
台
臨
に
な
り
、
三
条
公
始
め
大
官

が
皆
列
席
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
医
学
部
の
予
科
生
徒
で
あ
っ
て
入
場

を
許
さ
れ
ま
し
た
。
此
時
の
卒
業
生
は
法
学
部
で
は
加
藤
高
明
、
鈴

木
充
美
氏
等
の
級
で
あ
り
ま
し
て
、
医
学
部
で
は
、
三
浦
守
治
、
高

橋
順
太
郎
、
森
林
太
郎
、
小
池
正
直
等
の
人
々
が
前
年
の
十
一
月
に

卒
業
さ
れ
て
、
此
時
一
緒
に
卒
業
式
が
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

此
卒
業
式
で
、
法
学
部
の
講
師
鳩
山
和
夫
氏
が
一
場
の
演
説
を
さ
れ

ま
し
た
。
」

こ
の
時
学
位
（
法
学
士
、
理
学
士
、
医
学
士
、
製
薬
士
、
文
学
士
）

を
授
与
さ
れ
た
者
（
計
六
九
名
）
の
う
ち
、
医
学
士
二
八
名
の
名
簿

を
挙
げ
て
お
く
（
図
１
）
。
た
だ
し
本
名
簿
は
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ

る
『
文
部
省
公
報
』
（
著
者
未
見
）
で
は
な
く
『
文
部
省
報
告
』
掲

載
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
例
の
ご
と
く
医
学
士
（
卒
業
生
）
を
一

（
一
）

覧
図
示
し
た
が
、
前
報
同
様
『
卒
業
生
氏
名
録
』
に
従
っ
た
の
で
、

十
四
年
卒
は
三
○
名
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
）
。
す
な
わ
ち
、
学
位

授
与
が
翌
十
五
年
（
図
３
）
に
廻
さ
れ
た
及
川
、
鹿
島
の
二
名
が
加

（
一
ハ
）

わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
初
任
先
は
鈴
木
も
参
照
し
た
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（
｛
ハ
）

が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
な
い
。
十
五
’
十
七
年
卒
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
因
に
、
前
述
卒
業
式
で
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
鳩
山
は
「
法
律
と
云
ふ
も
の
の
効
用
」
を
論
じ
、
法
律
を
軽
ん
ず
る
「
政
府
の
所
為
」
を
非
難

（
五
）

し
、
大
学
（
学
問
）
の
「
リ
ベ
ラ
ー
ル
」
論
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
高
官
達
の
忌
諄
に
触
れ
、
つ
い
に
は
免
職
に
な
っ
た
と
い
う
。
な
お

『
東
京
医
事
新
誌
』
二
九
一
七
号
一
九
三
五
参
照
。
）

例
年
な
ら
七
月
に
式
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
「
目
下
コ
レ
ラ
流
行
の
際
な
る
を
以
て
九
月
或
は
十
月
迄
延
期
」
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
一
三
三

号
一
八
八
二
）
と
な
る
。
式
の
模
様
は
次
の
通
り
（
同
誌
二
四
○
号
一
八
八
二
）
。

ヘ
夫

楽
）

る
。

去
月
〔
十
月
〕
廿
八
日
東
京
大
学
に
於
て
法
理
医
文
の
四
科
卒
業
学
生
へ
学
位
の
授
与
式
を
執
行
せ
ら
れ
た
り
今
其
概
況
を
記
さ
ん
に
先
づ

門
前
に
は
旭
旗
を
交
叉
し
其
室
の
窓
に
至
る
迄
旗
と
紅
燈
と
を
点
綴
し
講
義
堂
の
正
面
に
は
又
紅
燈
に
て
學
の
字
を
作
り
て
掲
げ
た
り
是
れ

門
前
の
大
の
字
と
相
映
対
し
て
大
学
の
二
字
と
な
る
な
り
又
庭
中
の
樹
木
へ
は
霧
し
き
無
慮
の
球
燈
を
点
じ
校
内
の
廊
下
に
は
別
に
彩
色
し

た
る
提
灯
を
吊
し
た
る
等
内
外
共
に
燦
然
と
し
て
実
に
目
醒
し
き
有
様
な
り
き
又
玄
関
正
面
の
楼
上
及
び
講
堂
に
は
電
気
燈
を
点
じ
た
れ
ば

辺
り
は
宛
ら
白
日
の
如
く
な
り
し
籾
て
其
式
の
次
第
は
午
後
五
時
三
十
分
に
一
同
講
義
室
に
入
て
各
と
着
躰
せ
ら
れ
尋
で
加
藤
総
理
は
学
生

へ
夫
と
学
位
記
を
授
与
し
（
此
時
奏
楽
あ
り
）
了
て
祝
辞
を
述
べ
ら
る
其
畢
る
や
学
生
中
よ
り
一
名
総
代
と
し
て
起
て
謝
辞
を
陳
ぶ
（
奏

楽
）
夫
よ
り
教
師
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
穂
積
、
矢
田
部
、
三
宅
三
教
授
の
祝
辞
あ
り
（
此
間
各
奏
楽
）
次
て
福
岡
文
部
卿
左
の
祝
辞
を
述
べ
ら

二
明
治
十
五
年
卒
業

国
家
維
新
ノ
日
ダ
ル
尚
浅
ク
シ
テ
人
文
ノ
年
ヲ
逐
テ
盛
一
一
ナ
ル
ハ
猶
ホ
春
英
ノ
秀
テ
夏
雲
ノ
湧
ガ
如
シ
今
ャ
諸
子
亦
其
業
ヲ
卒
リ
此
一
一
学

位
ノ
栄
ヲ
受
ク
美
ナ
リ
ト
謂
フ
ヘ
シ
鳴
呼
諸
子
ノ
美
〈
国
家
ノ
美
ナ
リ
諸
子
ノ
栄
〈
国
家
ノ
栄
ナ
リ
抑
学
〈
実
ナ
ル
ヘ
ク
浮
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
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治
十
六
年
十
月
東
京
大
学
」
と
。

こ
の
年
七
月
『
官
報
』
が
創
刊
さ
れ
、
以
降
卒
業
生
名
簿
が
紙
上
に
載
る
よ
う
に
な
る
。
第
九
十
三
号
（
十
月
十
八
日
）
に
広
告
が
載
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
○
広
告
本
月
廿
七
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
ヲ
以
テ
前
学
年
卒
業
ノ
学
生
へ
学
位
授
与
ノ
典
挙
行
可
致
二
付
現
今
在

京
セ
ル
従
前
本
学
卒
業
ノ
法
理
医
文
学
及
製
薬
ノ
諸
学
士
中
右
臨
場
望
ノ
向
く
来
ル
廿
四
日
迄
二
本
学
庶
務
課
へ
申
出
ツ
ヘ
シ
此
旨
広
告
候

事
明
治
十
六
年
十
月
東
京
大
学
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「
○
前
学
年
東
京
大
学
卒
業
ノ
学
生
中
目
下
各
地
方
二
在
ル
モ
ノ
ヘ
告
知
ス
本
月
廿
七
日
（
土
曜
日
）

午
後
二
時
ヨ
リ
前
学
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卒
業
ノ
学
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へ
学
位
授
与
ノ
典
挙
行
ノ
儀
既
二
各
へ
相
達
置
候
通
二
付
都
合
出
来
候
ハ
、
可
成
上
京
出
頭
ス
ヘ
シ
明

「
祝
辞
」
等
の
う
ち
福
岡
孝
弟
、
加
藤
弘
之
、
穂
積
陳
重
の
分
は
『
学
芸
志
林
』
六
十
四
冊
（
一
八
八
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）
に
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矢
田
部
良
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ェ
ノ
ロ
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の
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誌
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十
五
冊
（
一
八
八
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）
に
、
三
宅
秀
の
分
は
同
じ
く
六
十
六
冊
（
一
八
八
三
）
に
載
っ
て
い
る
。
う
ち
三
宅
は
、
当
時
な

お
、
や
や
も
す
れ
ば
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が
「
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」
さ
れ
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は
「
証
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ヲ
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貴
一
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湯
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世
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シ
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「
薬
売
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免
れ
ら
れ
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と
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。
そ
し
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「
法
律
政
治
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「
工
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る
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法
理
文
学
士
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諸
君
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医
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賎
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サ
ル
ヲ
信
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ラ
レ
」
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一
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カ
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与
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ラ
レ
ン
」
こ
と
を
請
う
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い
る
。

ま
た
、
式
の
模
様
は
次
の
通
り
（
『
官
報
』
一
○
二
号
、
十
月
二
十
九
日
）
。

○
東
京
大
学
学
位
授
与
式
（
文
部
省
報
告
）
一
昨
廿
七
日
午
後
二
時
東
京
大
学
二
於
テ
学
位
授
与
式
ヲ
行
上
総
理
ノ
招
待
ニ
由
り
当
日

臨
場
セ
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佐
を
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工
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卿
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文
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樺
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警
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米
国
特
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使
ジ
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ン
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エ
、
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ン
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ム
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国
特
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全
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使
黎

三
明
治
十
六
年
卒
業
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盧
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其
ノ
授
与
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次
第
左
ノ
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シ

以
下
に
当
日
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式
次
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里
研
究
所
提
供
）
を
掲
げ
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字
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に
若
干
の
異
同
は
あ
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も
の
の
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も
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『
官
報
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前
文
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。
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述
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○
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○
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位
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シ
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／
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｝
ブ
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鼎
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鈴
年

奨
湛
興
零
葡
零
緊
議
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癖
岬

，
＃
ｙ
享
舟
噛
肺
１
Ｗ
“
ｗ
『
洞
＃
…
儲
鰯
掛
熱
鍛
図

授
与
式
が
終
っ
た
の
は
午
後
三
時
三
○
分
で
あ
る
。
そ
の
時
の

「
学
位
記
」
（
川
俣
四
男
也
）
を
図
４
に
掲
げ
て
お
く
。
（
な
お
当
日

の
「
祝
辞
」
の
う
ち
九
鬼
、
加
藤
、
栗
塚
の
分
お
よ
び
文
学
士
鶴
原

の
「
謝
辞
」
の
記
事
は
『
学
芸
志
林
』
七
六
冊
一
八
八
三
参
照
。
）

ち
な
み
に
、
こ
の
年
か
ら
式
が
昼
間
に
変
更
さ
れ
た
。
従
来
卒
業

各
学
部
教
授
二
祝
辞
演
述
ヲ
託
ス
ベ
キ
処
之
力
為
メ
数
時

間
ヲ
費
ス
ノ
恐
ア
ル
ヲ
以
テ
己
ム
ヲ
得
ス
本
年
ハ
法
医
二

学
部
各
一
名
二
託
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ

△
学
位
授
与
人
名

法
学
士
ノ
分

〔
略
〕

医
学
士
ノ
分

医
学
科

垂
潅
県
河
本
重
次
郎
〔
略
〕
率
蒋
県
黒
柳
精
一
郎

製
薬
学
科

型
海
県
蔵
田
忠
介

〔
略
〕明

治
十
六
年
十
月
廿
七
日
東
京
大
学
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生
と
在
学
生
と
が
式
後
に
別
れ
を
借
ん
で
夜
間
飲
拳
騒
ぐ
無
礼
講
を
封
ず
る
た
め
と
取
っ
た
三
学
部
の
学
生
た
ち
が
、
こ
の
た
め
い
わ
ゆ
る

（
七
）

「
明
治
十
六
年
事
件
」
な
る
騒
動
を
起
す
が
、
式
そ
の
も
の
は
予
定
通
り
行
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
事
件
に
は
本
郷
の
医
学
生
達
が
加
わ
ら
な

（
七
）

か
つ
た
た
め
か
、
医
史
で
は
あ
ま
り
扱
っ
て
い
な
い
。

図
５
に
卒
業
生
二
六
名
を
一
覧
す
る
。

○
東
京
大
学
学
位
授
与
式
（
文
部
省
報
告
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本
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大
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文
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｝
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於
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廿
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仁
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福
岡
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御
用
掛
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学
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諸
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席
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其
ノ
学
位
記
及
之
ヲ
授
与
セ
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人
名
〈
左
ノ
如
シ

図
６
に
卒
業
生
を
一
覧
す
る
。
ま
た
、
式
の
模
様
を
『
官
報
』
四
○
○
号
（
十
月
二
十
七
日
）
か
ら
引
用
す
る
。

こ
の
年
、
法
・
文
学
部
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本
郷
に
移
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る
。
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明
治
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大
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ヲ
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東
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大
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藤
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画
輝
浬
へ
卜

川
へ
Ⅱ
垢
圖

偲
童
ミ
朴
長

雌
鯉
卜
膣
鍜

挫
１
｛
侭
川



五
明
治
十
二
年
当
時
の
生
徒
進
級
状
況

（
八
）

こ
こ
に
明
治
十
二
年
四
月
調
査
の
医
学
部
在
籍
生
徒
一
覧
表
が
あ
る
（
図
７
）
。
初
の
医
学
部
卒
業
者
を
出
し
、
学
位
授
与
を
控
え
、
今
後

の
「
医
学
士
」
量
産
に
一
応
の
め
ど
が
立
っ
た
時
期
と
い
え
よ
う
か
。
表
中
「
卒
業
生
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
明
治
十
二
年
卒
（
一
八
名
と
神

（
一
）

内
、
半
井
）
と
川
上
清
哉
、
外
山
林
助
の
合
計
二
二
名
の
こ
と
で
あ
る
。
う
ち
川
上
は
退
学
し
（
た
だ
し
明
治
十
五
年
医
術
開
業
試
験
合
格
）
、

な
お
、
文
部
卿
福
岡
孝
弟
と

（
一
八
八
四
）
に
載
っ
て
い
る
。

｜
ｌ
‐
東
束
大
単
留
學
部
生
従
一
関
表

更
一
二
言
以
テ
今
日
学
位
ヲ
受
ケ
タ
ル
学
生
諸
子
ヲ
祝
シ
併
セ
テ
忠
告
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
諸
子
〈
数
年
間
勉
励
卜
堅
忍
ト
’
一
ヨ
リ
テ
衆
二

超
絶
シ
以
テ
今
日
ノ
光
栄
ヲ
得
ル
ー
至
リ
タ
リ
然
し
ト
モ
今
日
ノ
光
栄
〈
未
以
テ
諸
子
ヵ
真
ノ
光
栄
ト
ス
ル
｜
一
足
ラ
ス
諸
子
真
ノ
光
栄
ヲ
求

メ
ン
ト
欲
セ
ハ
猶
今
日
ノ
志
ヲ
失
ハ
ス
更
二
勉
励
ト
堅
忍
ト
ノ
ニ
術
一
一
ヨ
リ
テ
諸
子
ヵ
頭
髪
霜
ヲ
戴
ク
ノ
日
ヲ
期
ス
ヘ
キ
ノ
ミ

科
目

鬮
畢
本
科

同同同 史ル

ーナ

ーリ

同阿

文
部
卿
福
岡
孝
弟
と
総
理
加
藤
弘
之
の
祝
辞
、
お
よ
び
総
代
の
文
学
士
江
木
衷
の
謝
辞
は
、
同
じ
く
『
学
芸
志
林
』
第
八
十
八
冊

Ｕ
６
Ｉ
１
１
１
１
１
９
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
Ｐ
Ｂ
日
叫
叩
Ｎ
■
四
Ｊ
ず
可
‐
｝
・
０
１
０
，
日
‐
・
Ｆ
１
ｌ
ｑ
０
‐
、
。
‐
Ｉ
ｐ
ｊ
１
‐
、
１
１
４
ｑ
■
１
１
１
４
４
１
１
吋
‐
１
１
１
１
，
０
’
”
１
Ⅲ
。
。
．
‐
ロ
－
１
１
１
１
１
．
．
４
Ｐ

等
級
一
人
、
入
學
月
日
卒
莱
月
日

卒
漿
生
二
十
二
明
括
三
年
十
一
月
明
治
十
一
年
十
一
月

一
．
琴
二
十
五
同
四
年
十
一
月
同
十
二
年
十
一
月

二
等
三
十
同
五
年
十
一
月
同
十
三
年
十
一
月

三
等
二
十
六
同
大
年
十
一
月
同
十
四
年
十
一
月

四
尋
三
一
十
三
同
老
年
十
一
月
一
同
十
五
年
十
一
月

五
等
三
一
十
七
一
一
同
八
年
十
一
月
一
同
十
六
年
十
一
月

外
山
は
次
年
度
卒
と
な
る
。
二
等
」
と
は
い
わ
ゆ
る
十
三
年

医在
卒
、
「
五
等
」
は
十
七
年
卒
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際

現月
覧
の
卒
業
生
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
七
（
一
九
）
名
、
、
三
○
（
二
八
）

４
－

唾
椎
名
、
二
七
（
二
九
）
名
、
二
六
名
、
一
二
一
名
だ
か
ら
、
本
科
に

蹄
蓉
進
ん
で
か
ら
で
も
か
な
り
の
落
第
、
中
退
、
病
死
者
が
い
る
こ

７

と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
十
二
年
卒
（
本
表
の
「
卒
業
生
」
）

図

は
明
治
三
年
入
学
時
は
四
四
名
、
十
三
年
卒
（
「
一
等
」
）
は
同
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（
一
）

前
報
に
準
じ
各
人
資
料
典
拠
の
一
部
を
挙
げ
る
。

伊
部
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
八
九
一
号
一
八
九
五
、
三
○
四
八
号
一
九
三
七
、
『
大
日
本
人
名
辞
書
』
一
九
○
九
）
、
佐
藤
（
『
順
天
堂
医
事

研
究
会
誌
』
五
五
六
号
一
九
一
九
、
『
順
天
堂
史
』
上
巻
一
九
八
○
）
、
片
山
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
三
○
○
六
号
一
九
三
六
、
『
更
級
郡
埴
科
郡

人
名
辞
書
』
一
九
三
九
）
、
熊
谷
（
「
鶴
天
学
友
会
会
報
』
五
七
号
一
九
二
三
、
『
新
編
愛
知
県
医
人
伝
』
一
九
三
四
、
熊
谷
義
一
氏
私
信
）
、
山

県
（
『
和
歌
山
新
報
』
一
九
○
九
・
二
・
二
）
、
猪
原
（
土
屋
重
朗
『
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
』
一
九
七
三
、
『
静
岡
民
友
新
聞
』
一
九
一
四
・

（
一
二
）

一
・
五
）
、
谷
口
（
小
関
恒
雄
『
日
医
事
新
報
』
三
○
三
七
、
三
○
三
八
、
三
○
七
○
号
一
九
八
二
’
八
三
、
松
木
明
知
『
麻
酔
科
学
の
パ
イ

オ
ニ
ア
た
ち
』
一
九
八
三
）
、
森
永
（
『
現
代
人
名
辞
典
』
一
九
一
二
、
『
東
京
医
事
新
誌
』
三
○
一
三
号
一
九
三
六
）
、
榎
本
（
篠
原
正
一
『
久

留
米
人
物
誌
』
一
九
八
一
）
、
奈
良
坂
（
『
鶴
天
学
友
会
報
』
六
号
一
九
三
四
）
、
新
宮
（
山
本
四
郎
『
新
宮
凉
亭
伝
』
一
九
六
八
、
大
島
・
八

（
一
一
）
（
）

角
一
九
八
五
）
、
神
保
（
川
口
・
土
橋
一
九
八
七
、
高
橋
健
一
氏
私
信
）
、
賀
古
（
岡
田
和
一
郎
『
耳
鼻
咽
喉
科
』
四
巻
四
号
一
九
一
三
、
沢
井

（
一
一
）

清
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
二
八
号
一
九
八
四
、
大
島
・
八
角
一
九
八
四
）
、
魚
住
（
『
医
事
公
論
』
四
○
二
号
一
九
二
○
）
、
長
町
（
『
讃
岐

人
名
辞
書
』
一
九
三
六
、
『
讃
岐
医
師
名
鑑
』
一
九
三
八
）
、
江
口
（
杉
野
大
沢
『
日
医
事
新
報
』
一
八
○
五
’
八
号
一
九
五
八
、
新
実
藤

昭
、
同
誌
三
一
八
二
号
一
九
八
五
、
三
三
一
三
号
一
九
八
六
）
、
飯
田
（
『
伊
勢
新
聞
』
一
八
九
○
・
四
・
十
四
）
、
島
田
（
『
東
京
医
事
新
誌
』

（
一
二
）

一
七
八
一
号
一
九
一
二
）
、
及
川
（
『
厳
手
日
報
』
一
九
○
五
・
三
・
二
十
一
、
『
及
川
古
志
郎
』
一
九
八
三
、
多
田
源
孝
、
及
川
益
夫
両
氏
私

（
四
）
（
三
）

信
）
、
鹿
島
（
浅
井
一
九
八
六
、
川
口
・
土
橋
一
九
八
七
）
。
な
お
、
鴎
外
に
よ
る
同
級
生
『
学
友
月
旦
』
は
よ
く
知
ら
れ
る
（
『
鴎
外
全
集
』
三
○

（
八
）

四
年
入
学
時
七
三
名
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
前
者
は
半
減
、
後
者
は
約
三
分
の
一
に
減
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
原
因
は
予
科
が
五
年
と

長
く
、
「
本
人
の
都
合
、
規
則
違
反
等
の
ほ
か
、
進
級
の
可
否
を
決
す
る
学
期
試
業
の
厳
格
さ
」
、
そ
れ
に
せ
っ
か
く
予
科
を
卒
業
し
て
も
本
科

（
七
）

に
進
ま
な
い
、
な
ど
で
あ
る
。

六
各
人
履
歴
典
拠
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巻
一
九
七
四
）
。
中
村
、
榎
本
の
没
年
は
確
認
で
き
な
い
で
い
る
。

（
一
一
）

古
川
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
一
七
三
七
号
一
九
二
、
大
島
・
八
角
一
九
八
八
）
、
柴
田
（
『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
』
一
九
三
六
）
、
瀬
川

（
瀬
川
昌
耆
『
茶
の
湯
釜
』
一
九
三
三
、
『
東
京
医
事
新
誌
』
三
○
一
三
号
一
九
三
六
）
、
佐
藤
廉
（
倉
沢
広
吉
『
栃
木
県
医
楪
録
』
一
八
九
四
、

阿
部
竜
夫
『
函
館
の
医
事
と
医
人
』
一
九
五
一
、
富
永
（
『
医
海
時
報
』
一
○
四
九
号
一
九
一
四
）
、
太
田
（
『
医
海
時
報
』
一
二
五
八
号
一
九

三
六
）
、
朝
川
（
『
三
重
県
衛
生
年
報
』
明
治
二
十
二
年
版
附
録
「
医
師
姓
名
録
」
、
『
三
重
県
紳
士
録
』
一
九
一
五
）
、
田
代
（
『
研
珸
会
雑
誌
』

一
三
三
’
七
号
一
九
一
八
、
『
長
崎
県
人
物
伝
』
一
九
七
三
）
、
小
倉
（
『
中
央
医
会
誌
』
七
六
号
一
九
○
七
、
八
○
号
一
九
○
八
、
『
東
京
医
事

新
誌
』
一
五
六
八
号
一
九
○
八
）
、
吉
益
（
石
田
秀
一
『
秋
田
医
報
』
六
八
一
号
一
九
八
二
）
、
熊
谷
（
大
岡
昇
『
岩
国
の
文
化
と
教
育
資
料
』

一
、
一
九
七
五
）
、
緒
方
（
緒
方
富
雄
『
緒
方
洪
庵
伝
』
一
九
四
二
、
『
日
医
事
新
報
』
一
○
四
七
号
一
九
四
二
）
、
芳
村
（
『
医
海
時
報
』
九
六

一
号
一
九
二
一
、
『
広
島
衛
生
医
事
月
報
』
一
六
七
号
一
九
一
二
）
、
相
磯
（
『
医
事
公
論
』
八
九
二
号
一
九
二
九
、
相
磯
和
嘉
『
医
家
芸
術
』

三
○
巻
八
号
一
九
八
六
）
、
山
根
（
井
関
九
郎
『
現
代
防
長
人
物
史
』
一
九
一
七
、
田
中
助
一
『
山
根
正
次
伝
』
一
九
六
七
）
、
戸
塚
（
石
田
秀

一
『
秋
田
医
報
』
六
五
八
号
一
九
八
一
、
小
関
恒
雄
『
犯
罪
誌
』
四
八
巻
二
号
一
九
八
二
）
、
神
中
（
『
関
西
杏
林
名
家
集
』
第
一
輯
一
九
○

九
、
『
神
戸
市
医
師
会
沿
革
史
』
一
九
三
七
、
神
中
博
氏
私
信
）
、
遠
藤
（
『
芸
備
医
事
』
五
九
号
一
九
○
一
、
『
広
島
衛
生
医
事
月
報
』
二
七
号

一
九
○
一
、
土
屋
重
朗
氏
私
信
）
、
斎
藤
（
桜
井
敬
太
郎
『
京
都
府
下
人
物
誌
』
第
一
編
一
八
九
一
、
『
医
海
時
報
』
一
三
五
七
号
一
九
二
○
）
。

な
お
、
朝
川
、
吉
益
、
坂
本
ら
の
晩
年
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。

内
田
（
『
徳
島
名
鑑
』
一
九
一
五
、
『
〔
徳
島
県
〕
三
野
町
誌
』
一
九
七
四
）
、
斎
藤
（
『
広
島
衛
生
医
事
月
報
』
一
五
○
号
一
九
二
、
『
芸
備

医
事
」
一
八
二
号
一
九
二
）
、
川
原
（
高
橋
明
『
朝
日
新
聞
』
名
古
屋
本
社
版
一
九
八
八
・
八
・
五
、
『
名
大
医
学
部
学
友
時
報
』
四
六
八
号
以

降
掲
載
中
一
九
八
九
）
、
磯
（
『
医
海
時
報
』
一
五
九
五
号
一
九
二
五
、
『
仙
台
人
名
辞
書
』
一
九
三
二
）
、
池
田
（
『
関
西
医
事
』
三
五
六
号
一

九
三
七
、
『
医
事
公
論
』
一
三
一
七
号
一
九
三
七
、
迎
俊
彦
、
池
田
盟
男
両
氏
私
信
）
、
高
橋
（
前
掲
『
神
戸
市
医
師
会
沿
革
史
』
）
、
浦
島
（
前
掲

『
現
代
人
名
辞
典
』
）
、
山
根
（
前
掲
・
井
関
一
九
一
七
、
『
医
海
時
報
』
一
二
四
三
号
一
九
一
八
、
『
横
浜
社
会
辞
彙
』
一
九
一
八
）
、
中
山
（
『
日
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本
現
今
人
名
辞
典
』
一
九
○
○
、
高
木
政
一
郎
『
栃
木
県
医
士
列
伝
』
一
九
○
九
）
、
緒
方
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
二
八
三
号
一
九
○
○
）
、

木
村
（
『
〔
金
沢
大
学
第
一
外
科
〕
百
年
の
歩
み
』
寺
畑
喜
朔
分
担
一
九
八
五
）
、
佐
々
木
（
『
濃
飛
人
物
と
事
業
』
一
九
一
六
、
『
関
西
医
事
』

四
二
五
号
一
九
三
九
）
、
尾
沢
（
河
本
重
次
郎
『
中
外
医
事
新
報
』
二
八
四
号
一
九
三
二
）
、
川
俣
（
前
掲
・
高
木
一
九
○
九
、
『
新
潟
大
学

医
学
部
五
十
年
史
』
一
九
六
二
、
川
俣
昭
男
氏
私
信
）
、
岩
佐
（
『
中
外
医
事
新
報
』
三
七
○
、
三
七
一
号
一
八
九
五
、
大
島
・
八
角
一
九
八

（
一
一
）

四
）
、
鶴
崎
（
井
上
門
司
『
日
医
事
新
報
』
一
五
八
九
号
一
九
五
四
）
、
劉
（
小
松
良
夫
『
寝
屋
川
市
医
師
会
前
史
』
一
九
七
七
）
、
南
（
秋
永

常
次
郎
『
福
島
県
医
楪
録
』
一
八
九
五
、
『
福
島
県
医
師
会
史
』
資
料
篇
一
九
八
一
）
、
浅
田
（
『
〔
金
沢
大
学
第
一
内
科
〕
百
年
の
あ
ゆ
象
』
寺

畑
喜
朔
分
担
一
九
八
四
、
小
山
松
勝
一
郎
氏
私
信
）
、
黒
柳
（
前
掲
・
寺
畑
一
九
八
四
）
。
な
お
、
河
本
に
よ
る
同
級
生
月
旦
（
『
回
顧
録
』
一
九

三
六
）
参
照
。
内
田
、
浦
島
、
浅
田
の
晩
年
（
没
年
）
は
詳
で
な
い
。

村
田
（
『
中
外
医
事
新
報
』
二
九
六
号
一
八
九
二
、
『
東
京
医
事
新
誌
』
七
四
八
、
七
五
五
号
一
八
九
二
）
、
宮
下
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
二

八
七
号
一
九
○
○
、
三
○
二
号
一
九
三
六
）
、
長
谷
川
（
『
新
潟
新
聞
』
一
九
二
○
・
九
・
二
十
四
、
『
北
越
医
会
誌
』
三
五
巻
五
号
一
九
二

○
）
、
棟
方
（
前
掲
『
仙
台
人
名
辞
書
」
、
棟
方
宏
氏
私
信
）
、
栗
本
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
二
三
○
五
号
一
九
二
二
、
三
○
二
号
一
九
三
六
）
、

荻
生
（
『
〔
千
葉
医
専
〕
校
友
会
誌
』
七
○
号
一
九
一
五
）
、
岡
（
黒
丸
五
郎
『
岡
治
道
先
生
と
私
』
一
九
六
八
、
岡
（
猩
治
氏
私
信
）
、
山
本
（
『
京

阪
神
二
於
ケ
ル
事
業
ト
人
物
』
一
九
一
九
、
『
兵
庫
医
学
』
一
巻
二
号
一
九
三
五
、
前
掲
『
神
戸
市
医
師
会
沿
革
史
』
）
。
な
お
、
松
崎
、
木
島

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

文
献

（
一
）

（
二
）

小
関
恒
雄
「
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
動
静
一
覧
（
一
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
巻
、
三
一
七
’
三
二
七
頁
、
一
九
八
七
。

大
島
田
人
、
八
角
真
「
森
鴎
外
１
人
と
文
学
の
ふ
る
さ
と
’
㈹
’
㈹
、
白
」
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
一
五
六
号
八
七
’
二
四
○
頁
、
一
九
八

一
、
一
、
一
六
五
号
三
九
’
一
六
八
頁
、
一
九
八
三
、
一
七
二
号
八
一
’
一
五
四
頁
、
一
九
八
四
、
一
七
九
号
三
三
、
ｌ
三
六
一
頁
、
一
九
八
五
、

一
二
三
号
九
五
’
一
九
二
頁
、
一
九
八
八
。
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三
）
川
口
修
一
郎
、
土
橋
庸
介
「
森
鴎
外
１
人
と
文
学
ｌ
」
『
〔
明
治
大
学
商
学
部
〕
商
学
教
養
セ
ミ
ナ
ー
』
一
八
集
、
一
八
九
’
三
三
頁
、
一
九

浅
井
卓
夫
『
軍
医
鴎
外
森
林
太
郎
の
生
涯
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
六
。

入
沢
達
吉
『
随
筆
楓
荻
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
。

鈴
木
要
吾
「
明
治
十
年
前
後
の
日
本
医
学
界
（
人
）
」
『
東
京
医
事
新
誌
』
二
九
七
三
号
、
七
一
’
八
三
頁
、
一
九
三
六
。

『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
一
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
。

「
東
京
大
学
医
学
部
生
徒
一
覧
表
」
『
医
学
雑
誌
』
四
七
号
、
一
’
五
頁
、
一
八
七
九
。

八
七
。

（
新
潟
大
学
医
学
部
）
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